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2024年度 実施体制（組織図 及び EA21推進会議の所属部署）

市 場 工 場

精 密 加 工 部 川 島 工 場

生 産 事 業 部

生 産 統 括 室

機 械 部

人 事 課

経 営 管 理 部 経 理 課

総 務 課

ﾊｰ ﾄﾞ ｵﾌ ｱﾜ ｰｽ ﾞ店

ｵﾌ ﾊ ｳ ｽ ｱ ﾜ ｰ ｽ ﾞ店

ﾎﾋ ﾞｰ ｵﾌ ｱﾜ ｰｽ ﾞ店

ﾊ ｰ ﾄ ﾞ ｵ ﾌ 藍住店

流 通 事 業 部 リ ユ ー ス 部 ｵ ﾌ ﾊ ｳ ｽ 藍 住 店

ﾎ ﾋ ﾞ ｰ ｵ ﾌ 藍住店

運 営 改 革 課

監 査 役

ﾊｰﾄﾞｵﾌ徳島沖浜店

ﾊｰﾄﾞｵﾌ徳島末広店

ﾊｰﾄﾞｵﾌ神戸玉津店

ﾊｰﾄﾞｵﾌ神戸星陵台店

エ
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藍
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店

設 計 課

生 産 課

開 発 課

工 務 課

プ ラ ン ト ソ リ ュ ー ショ ン課

安 全 衛 生 BCP 推 進 担 当

カーボンニュートラル推進室

情 報 セ キ ュ リティ推進 室

関 連 会 社 連 携 担 当

エ

コ

タ

ウ

ン

ア

ワ

ー

ズ

店

品 質 保 証 課

生 産 課

予 防 品 質 課

生 産 課

予 防 品 質 課

管 理 課

経 営 会 議

ヨ コ タ ク ラ ブ

取

締

役

会

社

長

市場工場サイト

本社サイト

リユース部サイト

機械部 取締役部長

☆安友美幸
（環境推進責任者）

リユース部 部長
☆浅田耕市
（環境推進責任者）

機械部 課長

☆美崎一德
（環境推進者）

市場工場 工場長

☆新居哲也

☆井野達也
（環境推進者）

精密加工部 取締役部長
☆大塚政行
（環境推進責任者）

事 業 統 括

代表取締役
☆横田勝己
（MS代表）

川島工場 工場長
☆齊藤哲人
☆片山 孔

（環境推進者）

常

務

会

長

経営管理部 課長

☆村橋直樹
（環境管理責任者）

経営管理部

☆池内由貴

☆安部由美子
（EA21事務局）
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2024年度 2025年度 2026年度

目標 目標 目標

総量 ㎏-CO2 3,397,384 3,316,108 3,236,990 3,159,788

原単位  ㎏-CO2/百万円 1,911 1,892 1,873 1,853

総量 kWh 7,327,741 7,150,300 6,977,600 6,809,100

原単位  kWh/百万円 4,121 4,080 4,039 3,998

総量 L 22,057 21,832 21,608 21,388

原単位  L/百万円 12.4 12.3 12.2 12.0

総量 L 544 538 532 526

原単位  L/百万円 0.306 0.303 0.300 0.297

総量 L 8,007 7,926 7,846 7,766

原単位  L/百万円 4.503 4.458 4.413 4.368

総量 ㎏ 213,232 211,265 209,169 207,093

原単位  ㎏/百万円 119.9 118.7 117.5 116.3

総量 ㎥ 5,666 5,637 5,584 5,531

原単位  ㎥/百万円 3.19 3.15 3.80 3.76

総量 ㎏ 178.1 400.0 400.0 400.0

原単位 kg/百万円 0.1294 0.2907 0.2907 0.2907

総量 千円 17,197 14,400 13,800 13,800

総量 千円 204,370 213,000 231,000 231,000

5-3　省エネ対応製品推進
　　　（高効率部品の採用率）

％ 90≦ 90≦ 90≦ 90≦

7-1　周辺地域の清掃活動 - -

7-2　環境イベントの実施 - -

※電力使用量のCO2排出係数は、令和5年度調整後排出係数 ※目標値は定期的に

　四国電力：0.454㎏-CO2/kWh、関西電力：0.434 (kg-CO2/kWh)　を使用　 　見直し有り（詳細下記)

　ガソリン：2.32 (kg-CO2/L)　 (kg-CO2/L)　軽油：2.58 (kg-CO2/L)　　灯油：2.49 (kg-CO2/L)

※原単位(エネルギー使用に密接に関係する値)は全社売上総利益(製造部は加工高)を採用

　基準年度（2023年度平均）全社売上総利益：1,778（百万円）

　（項目によっては関連部門のみの合算にて計算とする）

★補足

2024/4　・新規策定

2025/5　・化学物質の原単位目標計算誤りにて修正変更（全社、３工場）

67.0 70.07 社員教育
環境教育の開催及び

環境改善提案の全員提出
％ 63.6 65.0

全員参加
6 地域貢献

年三回の実施

5
自社製品
/サービス

5-1　工程内不良の削減

5-2　店舗運営による

　　　　リユースの買取実績アップ

4 化学物質
化学物質の削減
※100～150kgにて
　現状維持目標

1

二酸化炭素

＜生産事業部＞

単年2.5%削減
　（2021-2030年)

2030年度▲30%
目標にて設定
　（ 2021年度比）

3 総排水量

水使用量の削減

※排出少ない(200㎥未満）
　部門は現状維持目標

2 廃棄物

廃棄物排出量の削減

※排出少ない(1,000kg未満）
　部門は現状維持目標

1-4　灯油使用量の削減

1-2　ガソリン使用量の削減

1-1　電力使用量の削減

CO2排出量の削減
(1-1～4の合算)

1-3　軽油使用量の削減

環境目標（Plan) 目標種別 単位

YC計（YH除く）★参考★

2023年度

実績
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単位当り生産性の向上による稼働時間の短縮 ◯ 通年

省力化機器検討と取り組み（機械部品、照明、ｴｱｺﾝ） ◯ 通年

生産性カイカクの推進実行、作業改善によるムダの排除 ◯ ◯ ◯ 通年

ライン停止時の電源OFF、エアー漏れ削減 ◯ 通年

稼働時間の抑制とノー残業DAYの実施 ◯ ◯ ◯ 通年

退社時間の短縮、残業時間の短縮 ◯ 通年

未使用時の電源OFF、冷暖房の基準厳守など ◯ 通年

エコドライブ運転の徹底、走行ルートの最適化 ◯ ◯ ◯ 通年

定期的な車両の点検 ◯ ◯ ◯ 月/2回

Web会議の推進（移動時間と燃料費削減） ◯ ◯ ◯ 通年

備品の管理 ◯ 通年

エアコンの定期清掃、効率的利用 ◯ ◯ ◯ 6-10,12-3月

店内換気によるエアコン使用削減 ◯ 通年

刃具、砥石、治工具類の寿命アップ ◯ 通年

使用可能部品の再利用 ◯ 通年

分別徹底によるリサイクルへの排出継続 ◯ ◯ ◯ 通年

二次リユースの活用 ◯ 通年

季節商品の売り切り ◯ 通年

紙の廃棄量削減、ペーパレス推進 ◯ 通年

研削液、切削液の使用方法改善 ◯ 通年

生研研削油の再生使用 ◯ 通年

月の水道利用量を確認し使用量の減少に努める ◯ ◯ 通年

各事業所の浄化槽保守状況管理 ◯ 通年

SDSの適正管理 ◯ 通年

化学物質のリスクアセスメント調査 ◯ 通年

各種置き場の設定と明示 ◯ 通年

重点取り組み工程選定継続 ◯ 通年

積極営業によるリユースの認知度アップ ◯ 通年

高効率モーター使用の推進 ◯ 通年

鍛造取り代削減 ◯ 通年

省エネ対応機器使用の推進 ◯ ◯ ◯ 通年

SNS活用による買取件数アップ ◯ 通年

買取幅を広げた柔軟な買取 ◯ 通年

出張買取促進による買取金額アップ ◯ 通年

事務局業務の習熟 ◯ 通年

地域への清掃活動 ◯ ◯ ◯ 通年

CSR推進 ◯ ◯ ◯ 通年

SDGsの取組推進 ◯ ◯ ◯ 通年

環境への取組についての広報 ◯ ◯ ◯ 通年

環境改善提案推進 ◯ ◯ ◯ 6月

緊急時の対応と訓練 ◯ ◯ ◯ 9,1,3月

ピカピカ運動の推進 ◯ ◯ ◯ 通年

環境関連法令の知識習得 ◯ ◯ 通年

生
産
事
業
部

（

工
場
長
）

流
通
事
業
部

（

店
長
）

経
営
管
理
部

（

経

理

管

理

部

部

長
）

1
CO2排出量

の削減

No. 環境目標 取　　組　　項　　目
実施時期

/期限

2
廃棄物の

削減

3
総排水量の

削減

4
化学物資
の削減

5
自社製品/サー

ビス

6
地域社会との

協調

7 社員教育
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新しく入社される みなさんへ

～～環境負荷低減について、今日からいっしょに始めましょう～～ (ｴｺｱｸｼｮﾝ21活動の推進）

2024年度 2025年度 2026年度

目標 目標 目標

総量 ㎏-CO2 3,397,384 3,316,108 3,236,990 3,159,788

原単位  ㎏-CO2/百万円 1,911 1,892 1,873 1,853

総量 kWh 7,327,741 7,150,300 6,977,600 6,809,100

原単位  kWh/百万円 4,121 4,080 4,039 3,998

総量 L 22,057 21,832 21,608 21,388

原単位  L/百万円 12.4 12.3 12.2 12.0

総量 L 544 538 532 526

原単位  L/百万円 0.306 0.303 0.300 0.297

総量 L 8,007 7,926 7,846 7,766

原単位  L/百万円 4.503 4.458 4.413 4.368
1-4　灯油使用量の削減

1

二酸化炭素

＜生産事業部＞
単年2.5%削減

　（2021-2030年)
2030年度▲30%

目標にて設定
　（ 2021年度比）

CO2排出量の削減
(1-1～4の合算)

1-1　電力使用量の削減

1-2　ガソリン使用量の削減

1-3　軽油使用量の削減

環境目標（Plan) 目標種別 単位
★参考★

2023年度

実績

YC計（YH除く）
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救急救命訓練

アワーズ防災訓練

進捗管理（実施月に記入）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

環境月間について
周知

基本的な事を繰り返し広報、お
よび情報提供による周知継続

全員
ＥＡ２１と環境問題に
ついての理解深耕

通年
経営管理部
各部門長

各部朝礼で環境関連の話題を取りあげる。また、社内報
へ記事掲載し、ご家族へも情報提供を心がける。および

会社周辺清掃活動(ｱﾄﾞﾌﾟﾄ）から環境配慮周知を測った。

● ● ● ● ● ●

ゴミの分別につい

て

ゴミの削減、分別について

周知徹底を図る
全員

廃棄物の発生抑制に

ついての理解を深める
通年 環境推進員

廃棄物置き場の容器現物への区分表示徹底。排出担当

者には都度指導継続する

環境目標と

環境活動計画

全社及び各部門の環境目標及

び環境活動計画を周知する。
各部門別

環境活動を展開する

為

5月

10月
各部門長

実数および原単位管理などについて、推進委員会から

各部門へ周知を図る。グラフ表示などの展開と環境活

動計画は各部門にて運協、朝礼などを通じて周知した。

● ●

特別作業教育

環境関連法規等にある有資格

者、専門技術者に対する専門
教育

特別管理者

取扱責任者
職務能力を保有する

必要な場合

は随時実施
外部委託等

エネルギー管理企画推進者講習、防火管理者講習等、

異動、その他理由により必要ある場合。

緊急事態訓練
環境負荷に対する緊急事態が

発生した場合の対応訓練
全社員

緊急事態発生時の的

確な対応
別途計画

消防署

ＢＣＰ推進員等

火災および震災等のBCP連動訓練。救急救命法派遣訓

練9月に実施、防災センター体験ツアー7月に参加
● ● ●

環境法規について
の教育,学習

環境関連法規の全般学習 環境推進員他
環境法令についての
人材育成

通年
自己啓発
外部研修

環境関連法令について継続的に日常確認とともに法規
について地道に学習を継続してゆく。推進会議内でも法

令知識の共有を行う

● ● ● ●

EA２１/SDGs

の周知教育

当社の環境経営方針、

環境/SDGsへの取組の周知、

理解

全社員
推進手段の周知およ

び全体向上
通年

経営管理部

各推進委員

新入社員研修スケジュールへの組込み

各部への情報発信(環境/SDGsへの取組紹介)
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

内部監査の

進め方

内部監査に必要な

知識の習得
内部監査員

環境経営システム維

持のため
１１月

環境推進員

既存の内部監査
員等

11月の内部監査実施時に今期内部監査の最重点テーマ

を決め、監査チームに周知及び監査に必要な教育を実
施する

●

環境提案活動
環境に関する改善提案活動を

進める
全社員 個人の環境意識向上 ６月 各部門長他

６月環境の日および環境月間に合わせて実施。

（全体提出率は70.8％）
●

予定教育・訓練名 教育・訓練内容 参加者 目的 時期 講師
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※１
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2024年度

2024年度 2025年度 2026年度 (4～3月)

目標 目標 目標 実績(Do)

総量 ㎏-CO2 3,397,384 3,316,108 3,236,990 3,159,788 3,295,942 -20,166 100.6% ◯

原単位  ㎏-CO2/百万円 1,911 1,892 1,873 1,853 1,844 -48 102.5% ◯

総量 kWh 7,327,741 7,150,300 6,977,600 6,809,100 7,113,388 -36,912 100.5% ◯

原単位  kWh/百万円 4,121 4,080 4,039 3,998 3,573 -507 112.4% ◯

総量 L 22,057 21,832 21,608 21,388 21,264 -568 102.6% ◯

原単位  L/百万円 12.4 12.3 12.2 12.0 11.9 -0.4 103.2% ◯

総量 L 544 538 532 526 728 190 64.7% ✕

原単位  L/百万円 0.306 0.303 0.300 0.297 0.547 0.244 19.4% ✕

総量 L 8,007 7,926 7,846 7,766 6,899 -1,027 113.0% ◯

原単位  L/百万円 4.503 4.458 4.413 4.368 5.182 0.724 83.8% ✕

総量 ㎏ 213,232 211,265 209,169 207,093 182,733 -28,532 113.5% ◯

原単位  ㎏/百万円 119.9 118.7 117.5 116.3 102.2 -16.51 113.9% ◯

総量 ㎥ 5,666 5,637 5,584 5,531 4,236 -1,401 124.9% ◯

原単位  ㎥/百万円 3.19 3.15 3.80 3.76 2.37 -0.79 124.9% ◯

総量 ㎏ 178.1 400.0 400.0 400.0 244.7 -155 138.8% ◯

原単位 kg/百万円 0.1294 0.2907 0.2907 0.2907 0.1369 -0.1538 152.9% ◯

総量 千円 17,197 14,400 13,800 13,800 18,622 4,222 70.7% ✕ 材料落下箇所改善のため落下品を都度の確認に変更し増加している
主要取引先より品質 特別賞をいただいている。

ルールの順守、標準化を継続。実用に向け検査機の開発を進めていく。

総量 千円 204,370 213,000 231,000 231,000 220,716 7,716 103.6% ◯
徳島市内エリアと関西エリアの商品交流の闊達化

在庫増強のため。買取増を目指す。

5-3　省エネ対応製品推進
　　　（高効率部品の採用率）

％ 90≦ 90≦ 90≦ 90≦ 90≦ ◯
高効率部品（モーター、ベルト等）の採用継続

※省エネ診断でのアドバイスを参考に

7-1　周辺地域の清掃活動 - - - ◯
7-2　環境イベントの実施 - - - ◯

※電力使用量のCO2排出係数は、令和5年度調整後排出係数 ※目標値は定期的に

　四国電力：0.454㎏-CO2/kWh、関西電力：0.434 (kg-CO2/kWh)　を使用　 　見直し有り（詳細下記)

　ガソリン：2.32 (kg-CO2/L)　 (kg-CO2/L)　軽油：2.58 (kg-CO2/L)　　灯油：2.49 (kg-CO2/L)

※原単位(エネルギー使用に密接に関係する値)は全社売上総利益(製造部は加工高)を採用

　基準年度（2023年度平均）全社売上総利益：1,778（百万円）

　（項目によっては関連部門のみの合算にて計算とする）

★補足

2024/4　・新規策定

2025/5　・化学物質の原単位目標計算誤りにて修正変更（全社、３工場）

提出率が低い部門への呼びかけを強化して、底上げを図る67.0 70.0 68.5 -3.50 105.4% ◯7 社員教育
環境教育の開催及び
環境改善提案の全員提出

％ 63.6 65.0

全員参加 -

年３回のアドプトプログラム（吉野川、切幡寺付近）及び毎月15日の事業所近隣清掃、

徳島協働の森づくり事業への参画（カーボン・オフセット）は来期も継続実施

-

6 地域貢献
年三回の実施 -

5
自社製品
/サービス

5-1　工程内不良の削減

5-2　店舗運営による

　　　　リユースの買取実績アップ

4 化学物質

化学物質の削減

※100～150kgにて
　現状維持目標

引き続き、PRTR法非対象の油利用推進及び新規油導入時のSDS管理、リスクアセスメ

ントを継続、SDSの更新

1

二酸化炭素

＜生産事業部＞
単年2.5%削減

　（2021-2030年)
2030年度▲30%

目標にて設定
　（ 2021年度比）

3 総排水量

水使用量の削減

※排出少ない(200㎥未満）
　部門は現状維持目標

新工場の工事済で配管の対処はおおむね改善され、引き続き数値を確認する。

2 廃棄物

廃棄物排出量の削減

※排出少ない(1,000kg未満）
　部門は現状維持目標

製造部門については研磨スラッジの有価処理割合を徐々に増やしていく（１～２割は処

理設備の安定稼働のため廃棄残っている）、リユース部門においては買取精度の向上

及び未生産ゼロへの取組を継続、もったいないボランティアに代わる仕組みも要検討

1-4　灯油使用量の削減
屋内で石油ストーブを使用する際は必要に応じ、空調機器の電源を切るなど、トータル

のCO2排出量削減に取り組む

Web会議の促進は来期も継続

社有車変更の際はエコカーを優先する

1-2　ガソリン使用量の削減
Web会議の促進は来期も継続

社有車変更の際はエコカーを優先する

1-1　電力使用量の削減
エアー漏れ改善やコンプレッサーの計画的な停止は効果が出ているため、来期も継

続。また、エコタウンアワーズ店は太陽光の導入によって消費量を削減できている。

CO2排出量の削減

(1-1～4の合算)
詳細下記（電気、ガソリン、軽油、灯油）

1-3　軽油使用量の削減 機械部⇔市場の移動の際に川島のトラックを使用した時の給油で増加している

目標差 達成率 達成

未達の場合、要因分析
(check)

実施した対策（予定含む）、次期計画
(Action)

環境目標（Plan) 目標種別 単位

YC計（YH除く） 評価(check)★参考★

2023年度

実績
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※評価基準：　◯…効果があった（今後も継続）　△…更に継続強化する事が必要　✕…効果が感じられない

【2024年度 環境経営計画の取組結果と評価、次年度の取組】

単位当り生産性の向上による稼働時間の短縮 ◯ 通年
中部産業連盟様からのコンサルティングにより生産性向上
使用工具の選定により加工時間の短縮

○ 継続推進

省力化機器検討と取り組み（機械部品、照明、ｴｱｺﾝ） ◯ 通年

エアコンの適正温度管理と送風機の活用、使用規定の順守、定期清掃
エアー改善の取組み、7大ロスの取組み
未使用時の電灯OFF、不要照明の間引き
省エネ対応エアコン使用/入れ替え推進、換気

屋外照明点灯時間のタイマー調整、LED照明への順次切り替え

○ 継続推進

生産性カイカクの推進実行、作業改善によるムダの排除 ◯ ◯ ◯ 通年
役職者による「困りごとの吸い上げ」で作業改善
組立時専用工具使用による作業効率化

○ 継続推進

ライン停止時の電源OFF、エアー漏れ削減 ◯ 通年 定期的なエアー漏れ改善 ○ 継続推進

稼働時間の抑制とノー残業DAYの実施 ◯ ◯ ◯ 通年
週単位の稼働計画作成で労務管理　・残業の平準化
生産進捗の管理表での生産管理見える化

○ 継続推進

退社時間の短縮、残業時間の短縮 ◯ 通年 作業工程の負荷変動による残業時間の抑制（ゼロ残業推進） ○ 継続推進

未使用時の電源OFF、冷暖房の基準厳守など ◯ 通年 切忘れ防止の為、タイマー設定を活用し稼働時間を削減 ○ 継続推進

エコドライブ運転の徹底、走行ルートの最適化 ◯ ◯ ◯ 通年
安全運転管理者からの部内周知徹底　朝礼等で呼びかけ
新工場関連工事に伴う出退社時の交通安全の呼びかけ
各人通勤ルートの最適化

○ 継続推進

定期的な車両の点検 ◯ ◯ ◯ 月/2回 ２回/月点検及び社用車運転管理表へ記録実施継続 ○ 継続推進

Web会議の推進（移動時間と燃料費削減） ◯ ◯ ◯ 通年 Web会議の有効活用 ○ 継続推進

備品の管理 ◯ 通年 使用量の見直し、エコ商品の購入 ○ 継続推進

エアコンの定期清掃、効率的利用 ◯ ◯ ◯ 6-10,12-3月
お客様が不快に思わない温度設定の見直し
定期的なフィルター清掃

○ 継続推進

店内換気によるエアコン使用削減 ◯ 通年 店内換気によるエアコン使用削減 ○ 継続推進

刃具、砥石、治工具類の寿命アップ ◯ 通年
再研バイトのテスト実施、可否を周知して運用
生研ヤケ材料用のテスト実施、輪抜バイトの研磨方法見直し

材質に応じた刃具・コーティングの選定により寿命UP

○ 継続推進

使用可能部品の再利用 ◯ 通年
治工具置場の2Sの徹底管理で過剰在庫の抑制
電気部品の再利用
使用可能部品リストから部品再利用の推進

△ 継続推進

分別徹底によるリサイクルへの排出継続 ◯ ◯ ◯ 通年 リサイクル可能品の分別、段ボール/木パレ等の再利用、新入社員への分別指導徹底 ○ 継続推進

二次リユースの活用 ◯ 通年 もったいないプロジェクト・エコミットの活用と周知 ○ 継続推進

季節商品の売り切り ◯ 通年 初期売価・セール時期の見直し ○ 継続推進

紙の廃棄量削減、ペーパレス推進 ◯ 通年 表裏印字、集約印字、電子化（年度方針、改善提案等）、プロジェクター活用 ○ 継続推進

研削液、切削液の使用方法改善 ◯ 通年
濃度phの適正管理
切削液付着切粉除去方法の改善付着

○ 継続推進

生研研削油の再生使用 ◯ 通年 生研研削油をろ過して再利用を継続 ○ 継続推進

月の水道利用量を確認し使用量の減少に努める ◯ ◯ 通年 使用量の見える化（事務所掲示） ○ 継続推進

各事業所の浄化槽保守状況管理 ◯ 通年 全事業所把握済み ○ 継続推進

SDSの適正管理 ◯ 通年 新規使用油及び塗料使用時はデータを取得し確認 ○ 継続推進

化学物質のリスクアセスメント調査 ◯ 通年 新規使用のものは都度リスクアセスメントの実施 ○ 継続推進

各種置き場の設定と明示 ◯ 通年 塗料置場表示と在庫管理 ○ 継続推進

重点取り組み工程選定継続 ◯ 通年
不良内容の見える化の継続と廃却金額の目標管理
ワーストラインへの重点取り組み　提案、自主研、職制改善継続
不良・廃却品の削減（落下不良品含む）

○ 継続推進

積極営業によるリユースの認知度アップ ◯ 通年 OH時の再利用によるコストダウン ○ 継続推進

高効率モーター使用の推進 ◯ 通年 設計時の高効率モーター使用の設計推進 ○ 継続推進

鍛造取り代削減 ◯ 通年 客先へのVA・VE提案によって取り代削減 ○ 継続推進

省エネ対応機器使用の推進 ◯ ◯ ◯ 通年 コンプレッサー・エアコンを省エネ機器へ変更 ○ 継続推進

SNS活用による買取件数アップ ◯ 通年 X（旧Twitter）にて情報発信、LINEクーポン活用 ○ 継続推進

買取幅を広げた柔軟な買取 ◯ 通年 未生産をゼロにし、見本となる商品を売場にて展開 ○ 継続推進

出張買取促進による買取金額アップ ◯ 通年 運営改革課・店舗間で協力体制強化 ○ 継続推進

事務局業務の習熟 ◯ 通年 事務局関連業務の引き継ぎ、入力作業の効率化/負荷分散 ○ 継続推進

地域への清掃活動 ◯ ◯ ◯ 通年 アドプト（年３回）または公共場所の清掃（毎月）実施 ○ 継続推進

CSR推進 ◯ ◯ ◯ 通年 募金、森林保全活動(ｶｰﾎ゙ﾝｵﾌｾｯﾄ)、交通安全立哨他 ○ 継続推進

SDGsの取組推進 ◯ ◯ ◯ 通年 各部朝礼や社内会議での紹介/教育、障がい者雇用/委託の推進 ○ 継続推進

環境への取組についての広報 ◯ ◯ ◯ 通年 朝礼/環境管理板での見える化で周知、YQI（生産） 、RE共有MTG活用、社内報掲載等 ○ 継続推進

環境改善提案推進 ◯ ◯ ◯ 6月 環境月間の広報周知(掲示資料の工夫）、省エネ改善提案の具体例提示等 ○ 広報周知継続

緊急時の対応と訓練 ◯ ◯ ◯ 9,1,3月 各事業所にて防災訓練実施済、油、塗料の漏洩対策の教育と訓練継続(工場) ○ 継続推進

ピカピカ運動の推進 ◯ ◯ ◯ 通年 工場内外の５S取り組み→床の塗装、油漏れ改善 ○ 継続推進

環境関連法令の知識習得 ◯ ◯ 通年 環境関連ｾﾐﾅｰ参加、新入社員研修への教育組み込み/勉強会実施等 ○ 継続推進

5
自社製品/サー

ビス

6
地域社会との

協調

7 社員教育

2
廃棄物の

削減

3
総排水量の

削減

4
化学物資
の削減

実施時期
/期限

実　施　事　項
結果
確認

次年度
取組

生
産
事
業
部

（

工
場
長
）

流
通
事
業
部

（

店
長
）

経
営
管
理
部

（

経

理

管

理

部

部

長
）

1
CO2排出量

の削減

No. 環境目標 取　　組　　項　　目

年度終了後に記入する内容
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％

2024年度 2025年度 2026年度

目標 目標 目標

総量 ㎏-CO2 3,397,384 3,316,108 3,236,990 3,159,788

原単位  ㎏-CO2/百万円 1,911 1,892 1,873 1,853

総量 kWh 7,327,741 7,150,300 6,977,600 6,809,100

原単位  kWh/百万円 4,121 4,080 4,039 3,998

総量 L 22,057 21,832 21,608 21,388

原単位  L/百万円 12.4 12.3 12.2 12.0

総量 L 544 538 532 526

原単位  L/百万円 0.306 0.303 0.300 0.297

総量 L 8,007 7,926 7,846 7,766

原単位  L/百万円 4.503 4.458 4.413 4.368

総量 ㎏ 213,232 211,265 209,169 207,093

原単位  ㎏/百万円 119.9 118.7 117.5 116.3

総量 ㎥ 5,666 5,637 5,584 5,531

原単位  ㎥/百万円 3.19 3.15 3.80 3.76

総量 ㎏ 178.1 400.0 400.0 400.0

原単位 kg/百万円 0.1294 0.2907 0.2907 0.2907

総量 千円 17,197 14,400 13,800 13,800

総量 千円 204,370 213,000 231,000 231,000

5-3　省エネ対応製品推進
　　　（高効率部品の採用率）

％ 90≦ 90≦ 90≦ 90≦

7-1　周辺地域の清掃活動 - -

7-2　環境イベントの実施 - -

※電力使用量のCO2排出係数は、令和5年度調整後排出係数 ※目標値は定期的に

　四国電力：0.454㎏-CO2/kWh、関西電力：0.434 (kg-CO2/kWh)　を使用　 　見直し有り（詳細下記)

　ガソリン：2.32 (kg-CO2/L)　 (kg-CO2/L)　軽油：2.58 (kg-CO2/L)　　灯油：2.49 (kg-CO2/L)

※原単位(エネルギー使用に密接に関係する値)は全社売上総利益(製造部は加工高)を採用

　基準年度（2023年度平均）全社売上総利益：1,778（百万円）

　（項目によっては関連部門のみの合算にて計算とする）

★補足

2024/4　・新規策定

2025/5　・化学物質の原単位目標計算誤りにて修正変更（全社、３工場）

67.0 70.07 社員教育
環境教育の開催及び

環境改善提案の全員提出
％ 63.6 65.0

全員参加
6 地域貢献

年三回の実施

5
自社製品

/サービス

5-1　工程内不良の削減

5-2　店舗運営による

　　　　リユースの買取実績アップ

4 化学物質

化学物質の削減

※100～150kgにて

　現状維持目標

1

二酸化炭素

＜生産事業部＞

単年2.5%削減

　（2021-2030年)

2030年度▲30%

目標にて設定

　（ 2021年度比）

3 総排水量

水使用量の削減

※排出少ない(200㎥未満）

　部門は現状維持目標

2 廃棄物

廃棄物排出量の削減

※排出少ない(1,000kg未満）

　部門は現状維持目標

1-4　灯油使用量の削減

1-2　ガソリン使用量の削減

1-1　電力使用量の削減

CO2排出量の削減

(1-1～4の合算)

1-3　軽油使用量の削減

環境目標（Plan) 目標種別 単位

YC計（YH除く）★参考★

2023年度

実績

単位当り生産性の向上による稼働時間の短縮 〇 通年

省力化機器検討と取り組み（機械部品、照明、ｴｱｺﾝ） 〇 通年

作業改善推進によるムダ・ムリ・ムラの排除 〇 〇 〇 通年

ライン停止時の電源OFF、エアー漏れ削減 〇 通年

稼働時間の抑制とノー残業DAYの実施 〇 〇 〇 通年

退社時間の短縮、残業時間の短縮 〇 通年

未使用時の電源OFF、冷暖房の基準厳守など 〇 通年

エコドライブ運転の徹底、走行ルートの最適化 〇 〇 〇 通年

定期的な車両の点検 〇 〇 〇 月/2回

備品の管理 〇 通年

エアコンの定期清掃、効率的利用 〇 〇 〇 6-10,12-3月

店内換気によるエアコン使用削減 〇 通年

屋外照明点灯時間のタイマー調整 〇 通年

事務所、倉庫照明の常時OFF推進 〇 通年

事業用のゴミ袋使用枚数記録 〇 通年

刃具、砥石、治工具類の寿命アップ 〇 通年

使用可能部品の再利用 〇 通年

分別徹底によるリサイクルへの排出継続 〇 〇 通年

二次リユースの活用 〇 通年

季節商品の売り切り 〇 通年

ウエスの洗濯の回数の見直し 〇 通年

紙類の二次利用 〇 通年

産業廃棄物処理についての部内教育 〇 通年

紙の廃棄量削減、ペーパレス推進 〇 通年

研削液、切削液の使用方法改善 〇 通年

生研研削油の再生使用 〇 通年

月の水道利用量を確認し使用量の減少に努める 〇 通年

各事業所の浄化槽保守状況管理 〇 通年

SDSの適正管理 〇 通年

化学物質のリスクアセスメント調査 〇 通年

各種置き場の設定と明示 〇 通年

重点取り組み工程選定継続 〇 通年

OH設計時部品再利用推進 〇 通年

高効率モーター使用の推進 〇 通年

鍛造取り代削減 〇 通年

省エネ対応機器使用の推進 〇 〇 通年

SNS活用による買取件数アップ 〇 通年

買取幅を広げた柔軟な買取（エココ活用） 〇 通年

出張買取促進による買取金額アップ 〇 通年

処分・ボランティアニーズへの対応 〇 通年

積極営業によるリユースの認知度アップ 〇 通年

エコ商品の販売・推進 〇 通年

工事現場近隣挨拶（着工前後）の徹底 〇 通年

空き家管理のPR推進 〇 通年

事務局業務の習熟 〇 通年

地域への清掃活動 〇 〇 〇 6,10,3月

CSR推進 〇 〇 〇 通年

SDGsの取組推進 〇 〇 〇 通年

環境への取組についての広報 〇 〇 〇 通年

環境改善提案推進 〇 〇 〇 6月

緊急時の対応と訓練 〇 〇 〇 9,1,3月

ピカピカ運動の推進 〇 〇 〇 通年

環境関連法令の知識習得 〇 〇 通年

5
自社製品/サー

ビス

6
地域社会との

協調

7 社員教育

2
廃棄物の

削減

3
総排水量の

削減

4
化学物資
の削減

実施時期
/期限

生
産
事
業
部

（

工
場
長
）

流
通
事
業
部

（

店
長
）

経
営
管
理
部

（

経

理

管

理

部

部

長
）

1
CO2排出量

の削減

No. 環境目標 取　　組　　項　　目
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＜その他指示事項＞

●電気代についてはここ数年で従来の１．４～１．５倍まで上がってきており、大きな経営課題となっ

ていますので効果を見込める施策を調査、優先的に実施していきましょう。また、お客様からのカー

ボンニュートラルに関するご要請にお応えしていくためにも、今期よりスタートしたカーボンニュート

ラル分科会活動への参加を通して、他社の好事例を自社で横展開出来るように内容の大小に関わ

らず具体化していって下さい。

●工程内不良の削減については現在開発中であるバイト欠け検知の検査機が実用化されれば、

改善が見込めると思いますので精密加工部、機械部で協力しながら対応を進めていきましょう。

●リユース部門の廃棄ロス削減取り組みについては、もったいないボランティアプロジェクトに代わ

る新しい仕組みの検討、導入をお願いします。
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